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春恒例の保全協会主催行事「里
山一斉調査～観察しながらウォー
キング」は今年第32回、初日4月６
日は冬に逆戻りの天候でしたが、他
は概ね穏やか。7日2コース、13日8
コース、19日1コース、20日1コース
の計12コースで実施（コース名は確
認表参照）、延べ165名（うち中学
生以下7名）が参加しました。
昨年同様に開催が3週にわたりま
したが、昨年より花暦は早く、コバノミ
ツバツツジ（写真-1）がちょうど見頃。
鳥もシロハラからオオルリ（写真-2）
まで。花期の異なるサクラの情報も
例年この時期らしい話の種です。
定点観察ならでは、お馴染みの
動植物種の確認に安堵し、未確認
に何故？原因は何？が課題になっ
たというコースもあり。
今年も人為による負の影響とし
て、高槻・原盆地では第二名神の

関連道路工事でコースは分断（写
真-3）、八尾・高安山の山麓はすっ
かり宅地化され、コース全体でカン
サイタンポポ減、一方で田畑の急激
な減少と宅地造成の止まらぬ泉南・
畦の谷では数年来盛り返したカン
サイタンポポが優位を保つという現
象。堺・鉢ヶ峯では三面張りの川底
の土が流れ、ホタルの生息に懸念
あり、とのこと。
和歌山県の橋本・玉川峡は高野
山に至る古道が通る紀伊丹生川中
流部のV字谷渓谷、棚田、畑地、耕
作放棄地、草地、湿地、河畔林、放
棄林など様々な要素が混在、他コー
スとはひと味違う景観です。草本の
開花が例年に比べ遅く、昨年9月の
台風18号で樹木を含め草地も流さ
れ、川辺の植生が消失。春植物が
豊かな枚方・穂谷でも台風で崩れた
土手の修復、側溝の拡張、造成地
の増加、放置薪炭林や竹林の整備
が進むなどの変化あり、今後里山生
物への影響に注視したいとのこと。
いずれも自然災害後の経過観察も
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2.組織・運営の充実
（1）公益法人の維持運営
公益社団法人への移行を認定さ
れた諸条件を堅持し、組織・財務
会計・事業内容などの点検を継続
する。
（2)リスクマネージメントの充実
昨年度に取り纏めたケガ・事故
事例を参考に、各グループリーダー
を対象にした研修会を行い、参加
者の安心・安全の充実を図る。ま
た、保全活動に伴う動力機器使用
を安全に行うための講習会を開催
する。開催にあたっては事前に各グ
ループの実情を調査し、適切な内
容にする。

3.自然環境保護保全の経常活動
（1）水生生物調査研究会の継続
（2）都市公園自然調査研究会の継続
（3）草地生態系研究会は、草地生

態系保全講座を開講する。
（4）主な開発問題への取り組み
彩都開発・余野川ダム建設／安
威川ダム建設／国際文化公園都市
開発／第二名神高速道路建設な
ど、自然環境を損なう事業に対応す
る運動の継続。中止になった槇尾
川ダム事業代替治水策策定への協
力。
（5）近畿圏のダム問題の無駄・有害

な事業中止運動の支援・継続

■役員の改選
今回、理事では高畠氏のほかに
道下雄大氏も退任されました。岡
和田齊氏は3月に辞任。皆さんお疲
れさまでした。選任された全役員は
次の通りです。
【理事】夏原由博（代表理事・会
長）／金谷薫（代表理事・副会長）
／（以下理事）上田宏／大塚陽一
／岡秀郎／加賀まゆみ／木村進／
栗谷至／田中秀雄／田中広樹／田
淵武夫／野田奏栄／畠佐代子／早
川篤／宮本義人
【監事】新居誠一郎／岩井義清
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写真-3 高槻・原盆地コース コース分断工事 （写真 : 茨木・高槻自然に親しむ会 大塚 陽一）

写真-1 高槻・原盆地コース コバノミツバツツジ
（写真 : 茨木・高槻自然に親しむ会 大塚 陽一）

写真-2 オオルリ
　　    （写真 ： 吹田自然観察会 山田 陽子）

写真-1　池田・五月山コースの調査風景（写真


